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1四、日清戦争と異国体験、そして朝鮮
その一、従軍記者の見た朝鮮前述の如く 日清戦争がはじまると、新聞各社は競って戦
地に特派員を送り出した。その数、一二九名とされる。近代日本の初の対外戦争を取材するに当たって、メディアもしのぎを削ったわけであるが、読者も日々刻々と変化する戦況を追い求めてこぞって新聞 読んだ。しかしだからといって、戦場から送られるすべ の記事 読者に歓迎され わけではなく、日清戦争 通じてもっともよく まれた従軍記は、国民新聞社から派遣された松原岩五郎の陸軍従軍記と国木田独歩の海軍従軍記である。ともに『国民新聞』に連載される当初から人気を博し 後に単行本となったが、この二つの従軍記の性格はまったく異なっている。
海軍に従軍した独歩は、黄海海戦後に軍艦千代田に乗り込

























の程度、一般風俗、性質までもが網羅的かつ体系的に紹介されていることもあって 読者から熱狂的に迎えられた。問題はその中身である。松原岩五郎の従軍記を含む戦地から伝えられる朝鮮関連記事は、程度の差こそあれ、そのほとんどは朝鮮の文化風俗をさげすみ 見下す内容となっている。 の代表的なものをいくつか紹介すると、 次 ような のがあ 。
八月二十八日早朝釜山を発して道を中路に取り東莱府
















































めとする各種学校は伝染病にさらされるもっとも危険な媒介所として認識され、学生への徹底的な衛生教育が行われた。その結果、日清戦争の始まる一八九〇年頃の日本には「衛生的であるこ が近代人である」という意識が社会一般 広く流布するようになっ いたのである。
しかし、当時の朝鮮や清国は残念ながら近代的な衛生観念
がいまだ普及されておらず 前述の従軍記者の書いた記事からも分かるように、兵士たちが目にし 不潔な家屋や街の光景は日本で受けていた衛生教育をはるかに超えるものであった。次の文は朝鮮の元山と仁川に上陸 た兵士が故郷の 族に送った手紙と日記の一部であるが、二人 まるで申し合わせたように、糞尿をそのまま道路 流す不潔な街に驚愕している。
　　　
聞きしに勝る不潔である。道路は塵糞にておおわれ、




















あらわにした兵士の多くは、実は東北など地方農村出身の農民で ったということだ。次の文は、一八七八年に来日したイギリス人旅行家のイザベラ・バードが栃木県 ら福島県へ越えようとする山中で目撃したことを書いたものであるが、当時の関東北部の山間の人たちの生活がどんなにみじめ ものであったかが如実に描かれて る。
この人たちはリンネル製品を着ない。彼らはめったに
着物を洗濯することはなく、着物がどうやらもつまで、夜となく昼となく同じものをいつも来ている。 （中略）彼らは汚い着物を着たままで、綿をつめた掛け布団にく





や清国の農村の生活との間に生活上における質的な差は感じられない。にもかかわらず、戦地に上陸した兵士たちがこぞって現地人の不潔な生活を見下す内容の手紙を書いていたのは、 従軍前に受けていた衛生教育の影響が大きい。しかし、それにもまし 指摘したいのは、 「聞きし 勝る不潔であ 」
と書いた前述の兵士の文からも分かるように、兵士たちはすでに流布していた朝鮮及び朝鮮人像の影響を受けていたということである。
次の文は、第二十二連隊第五中隊歩兵軍曹濱本利三郎が朝













































































る、古往今往、幾万幾億？。人生渠等に取りて何等 意味ぞ。人間或は怠慢なり 然れども社会亦大不公平なるを免かれず。此の大不公平なる社会が、年々歳々、生み出す悲劇果たして幾何？薔薇の如き豊頬も 『餓』の前には忽ち変じて茶色となる、失望と 狂乱となる、自暴自棄となる、罪悪となる、自殺となる、殺害となる。自由を与えよ、然らずんばパンを与えよ。仏国革命も詮て来れば自由の神と飢餓の 魔との連合軍のみ 嗚呼『貧』決して言い易からず、橋畔の乞食は一大事実なり、陋巷窮屋は一大秘密なり。　
二十三階堂主人足下、足下の筆少く荘重を欠く。貧は



















争に従軍する一八九四年までの約十八年間、萩、岩国 山口、舟木、平生、柳井と県下の裁判所に勤務する父について山口県の各地を転々として過ごした。六歳から二十四歳 （ただし、一八八七年四月からは親元を離れて東京、佐伯などで過ごながら山口県には度々帰省 いた）という人生の中で最も多感 時期を過ごした山口時代は独歩の文学世界に大き 影響を及ぼしていた。とりわけ、一八九一年五月から一八九四年八月まで機会のある度に帰省していた熊毛郡は、後に「熊毛もの」と言われる一連の作品群、すなわち「まぼろし」
（一八九八） 「小春」 「初恋」 （一九〇〇） 「帰去来」 （一九〇一）「少年の悲哀」 「富岡先生」 「酒中日記」 （一九〇二） 「非凡なる凡人」 「女難」 「悪魔」 （一九〇三）を生み出すほど、独歩の精神世界に計り知れない影響を及ぼしている。その熊毛時代を描いた作品の中でも、 「帰去来」と「少年の悲哀」は独歩の外国、とりわけ朝鮮とのかかわりを知る上で注目に値する作品である。なぜなら、 帰去来」と「少年の悲哀」には一八九〇年代の山口県の実態 すなわち朝鮮貿易に従事するために住民の七割が朝鮮に移住した山口県熊毛郡麻理府村馬島のことや、貧しさゆえに娼婦となって熊毛郡曽根村に流れてきた若い娘が朝鮮に売られていくことなどが取り上げられているからである。
明治になって、多くの日本人が留学や公用、商用、私用、

















































と、地理的な関心しか示さず、なぜ彼らが住み慣れた故郷を離れ、外国で商売の修業を受けねば らないのか、そ 背景について知ろうとし かった。
その二、戦場へ向かう底辺の人たちところが、十年後の独歩は違っていた。一九〇一年と
一九〇二年に相次ぎ発表された「帰去来」と「少年の悲哀」
には、村の若者が朝鮮にとどまらず、ハワイやアメリカまで出稼ぎに行っていることと、その移住者たちの後を追って海外に渡って行く「からゆきさん」のことが取り上げられているのである。 これは、 海外渡航者 対する独歩の認識が深またことを意味するが、 そ 認識を深めさせたのがほかならぬ、日清戦争な
一八九四年十月に軍艦千代田に乗り込んだ独歩は、翌年三




なった民間人を取り上げた作品が少なくない。例えば、日清戦争に刺激されて軍夫となって大陸に渡ったものの、彼 地で病死してしまった若者を描いた「置土産」 （一九〇〇） 、日清戦争の勝利 よって獲得された植民地へ派遣される兵士とその家族が登場する「関山越」 （一九〇〇） 従軍記者として日清戦争に参戦した主人公が久しぶりに帰省した故郷で目撃した出稼ぎブームに浮かれる村の若者たちの登場する「帰去来」 （一九〇一） 、日清戦争の勝利によって日本 影響力が強くなった朝鮮に流れていく娼婦を描いた「少年の悲哀」（一九〇二） 、海軍士官となった主人公が少年時代に別れ、後に船員となった友人と大連湾上の運送船で再会するという「馬上の友」 （一九〇三）などである。六〇編の作品のうち、五編も日清戦争を契機に海外に出かけていく底辺の人たちを取り上げているということは、それだけ彼ら 存在が気になっていたと思われるが、独歩が 出稼ぎ 人たちに深い関心を示すようになったのはほかでもない。帰省先 山口県
熊毛郡で出稼ぎに行く人たちの困窮を目の当たりにしたからである。
独歩が再び山口県熊毛郡に足を踏み入れたのは、大分県佐
伯の鶴谷学館に教師として赴任する際に寄った一八九三年九月末である。以後、日清戦争に従軍 一八九四年十月まで計三回（一八九三年十二月末、一八九四年三月、同年八月）帰省しているが、当時の熊毛郡は他の農村地帯と同じく、近代化のあおりを受けて経済が大きな打撃を受け、多くの農民が土地を手放 たり、借金に苦しむという事態 追い込まれていたのは前述のとお である。そ 結果、村人 中 は生活費欲しさに犯罪に手を出したり 一家 零落して北海道移住したり、家族の窮状を救うために東京や大阪のよ な大都会は無論ハワイやアメリカ、南米など海外 まで出稼ぎに行ったり、仕事がなくて村を流浪したりする人たちが続 した。朝鮮貿易で潤っていたかつての村の姿は っかり影を潜め、遊ぶ金ほしさに犯罪にまで手を出すようになってしまった村人の悲惨な暮らしを目撃した独歩の衝撃は大きく、帰省中は毎日のように「多く見たり、多く聞きたり、思へば此等の事実悉く深き意味ある哉」 （一八九三年十二月三十一日） 、
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「横道氏の零落と悲惨の跡を見る、其事は横道氏の事を記する時記す可し」 （同月二日） 、 「帰省中に聞き得たる事実、観察したる事実は吾をして実に言ふ可からざる悲を心底に感ぜしめぬ」 （同月四日）と、村人の行く末を案じずにはいられなかった。
それほど当時の熊毛郡は経済的に困窮を極めていたが、そ
こに日清戦争が勃発 、戦場となった朝鮮と清国が新たな出稼ぎ場として注目を集めたのである。それまで都会のスラム街に住みついたり、ハワイやアメリカ、南米などへ出稼ぎに行っていた底辺の人たちは一斉に戦場へと向か 。熊毛郡も例外ではなく、生活に困った農夫たちが「軍夫となりて彼地に渡り一稼大き 儲けて帰 」 （ 「置土産」 ）たいと、軍夫に募集して戦場に渡っ のは独歩の作品でも指摘されている。軍夫だけではない。地理的に近い朝鮮には軍を相手に一儲けしようとした人たちの 航が急増し、京城（現ソウル）をはじめ釜山、元山、仁川、平壌など朝鮮各地には日本から押し寄せた雑貨商 貿易商、飲食店、料 屋、薬売たち あふれ、中に 醜業を営む人たちもいたと 高崎宗司氏はその著『植民地期朝鮮の日本人』 （岩波新書、二〇〇二） 中で
次のように述べている。
戦争が始まると、軍は民間所有の船を借り上げて兵








の平壌・開城・鎮南浦・義州などに進出し、定住した。九四年九月、日本軍が平壌に入城すると、わずか一ケ月の間に 〇〇～五〇〇人の日本人が平壌に押し掛けた（平壌商業会議所、 三九五） 。これまで、 漢城 ・ 仁川にいて、「口銭取ヲ業トセシ者 又ハ雑貨商ノ失敗者、否ラザレバ一定ノ営業ナカリシ者、 又ハ全ク商売ノ経験ナキ者等」すなわち「冒険射利ノ輩等」が、 「必死競争シテ此地ニ来リ皆韓人ノ空家ニ占入シ各自随意ニ店舗ヲ設ケ、軍人軍属ニ対シ酒煙草砂糖又ハ防寒具ヲ売付ケタ」 のである。中には「醜業」を営む者もあった」 （ 『通商彙纂』第三八号、九六年、六、 一〇）
九五年四月には下関で講和条約が締結されて、日清戦





は表１からも分かるように、大部分は商業に従事し、しかも小売雑貨（ほとんど行商）や商店の店員、番頭、女中奉公、手代、丁稚、娼婦、日雇い、塩田労働者といった下積みの仕事についていた。つまり、朝鮮に渡った出稼ぎの人 ちは日本と変わらない底辺生活を余儀なくされていたのである。にもかかわらず、出稼ぎの数は減るどころか、むしろ増えて戦後の一八九六年 は朝鮮在住の日本人は一万人を超え、十年後の一九〇六年には七万人に達している。しかも彼らの大半は、表２「本籍地別朝鮮在留日本」からも分かるように 山口県や長崎県、福岡県、大分県 熊 県、広島県な 、いわゆる西日本から 出身者である。これは当時の西 が経済的に貧しかったことを物語っているが、その西日本 中でも山口県は長崎 とトップを争うほど へ渡る者が多かった。とりわけ熊毛郡旧麻理府村は住民の七割が朝鮮に移住するなど、朝鮮進出が盛んだったのは前述のとおりである。
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職　種 1897 年（％） 1906 年（％） 1910 年（％）
官吏 266（  7.2） 2,107（  6.7） 4,169（  8.7）
公使 ―       ―　 136（  0.4） 995（  2.3）
教員 14（  0.4） 181（  0.6） 345（  0.8）
新聞及雑誌記 ―       ―　 ―       ―　 165（  0.4）
神官 ―       ―　 5（  0.0） 25（  0.1）
僧侶及宣教師 8（  0.2） 72（  0.2） 121（  0.3）
弁護士及訴訟代理人 ―       ―　 32（  0.1） 60（  0.1）
医師 11（  0.3） 200（  0.6） 216（  0.5）
産婆 7（  0.2） 62（  0.2） 121（  0.3）
農業 23（  0.6） 1,063（  3.4） 1,180（  2.7）
商業 1,660（45.1） 9,350（29.8） 10,884（25.3）
工業 752（20.4） 3.858（12.3） 5,064（11.8）
漁業 127（  3.4） 793（  2.5） 1,153（  2.7）
雑業 547（14.8） 6,435（20.5） 9,978（23.2）
芸娼妓酌婦 260（  7.1） 2,500（  8.0） 2,517（  5.8）
労力 9（  0.2） 3,618（11.5） 4,705（10.9）
無職業　 935（  3.0） 1,397（  3.2）
計 3,684（ 100） 31,347（ 100） 43,095（ 100）
表 1　「朝鮮居留地在留日本人本業者別人数」（単位：人（83） ）
1896 年 1906 年
府　県 人数 比率 府　県 人数 比率
人 ％ 人 ％
長崎 3,587 30.3 山口 13,251 17.0
山口 3,294 27.8 長崎 8,542 11.0
大分 970 8.2 福岡 5,842 7.5
福岡 646 5.4 大分 5,436 7.0
熊本 460 3.9 広島 4,176 5.4
大阪 427 3.6 熊本 4,164 5.3
広島 310 2.6 大阪 3,772 4.8
佐賀 257 2.2 佐賀 2,540 3.3
兵庫 233 2.0 兵庫 2,252 2.9
東京 229 1.9 東京 2,121 2.7
その他36道府県 1,441 12.2 その他37道府県 25,816 33.1


























































































清戦争の勝利の背後に明治の社会から忘れられてしまった出稼ぎの存在を浮かび上がらせた である。こ はいくら強調してもし過ぎることはないと思われるが、このような見方ができたのはほかでもない、従軍記者として危険な戦場に出かけ、そこで補給・輸送を担う軍夫をはじめ様々な民間人たちが戦争という極限状態 中でも黙々と働く様子を目撃していたからである。しかも、彼らの多くは独歩が育った山口県の出身者であった。従軍前から村の若者が朝鮮にとどまらずハワイやアメリカ、南米などに出稼ぎに行くことを目撃し、その実態をよく知ってい 独歩は、新たな出稼ぎの場となった戦場に出て行く村人の安否を気づかわずにはいられなかった。なぜなら、図６のように 軍夫を じめ出稼 の人たちは劣悪な環境で働かされていたからである。
ところが、独歩を驚かせたのはそれだけではなかった。戦
場で会う異国の人たちは日本人の出稼ぎ以上に悲惨 まりない生活を送ってい のである。糞尿を道路に垂れ流す貧 く
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不潔な生活はともかく、朝鮮や清国の人たちは自分の国が戦争をしていることさえ知らされていない、いわゆる社会 片隅に忘れられた人々なのであった。国を挙げて戦争をしている日本から取材に来ていた独歩の衝撃は大きく、何度もその事実を従軍記や日記 書き記していること 前述のとおりである。しかし、文明の戦争を行っていた日本はこの憐れな異国の民の貴重な食料を略奪するばかりでなく、出稼ぎ ためにはるばる日本から戦場 来ていた底辺の人たちを顧みず、その存在を意図的に隠し、無視したのである。
独歩が従軍中に出会った外国人の中でもとりわけ、自分の




























と、従軍体験は「追懐録」にしたい体験のうちの一つだと述べている。その結果、独歩は全六十編の作品 八編も日清戦争関連作品を書き残したわけであるが、ただし、直接戦場を描いたものは「遺言」と 馬上の友」の二編のみで 後は戦争がもたらした間接的影響、すな ち戦争とは無縁に社会の片隅でひっそりと暮らしていた底辺の人た が戦争によって新たな出稼ぎ場と て注目されるようになった朝鮮や台湾などへ出かけていく様子を描いたものばかりである。これは注目すべき事実である。
というのも、日清戦争に取材した作品は少なくない。泉鏡
花「予備兵」 「海戦の余波」 、 大塚楠緒「応募兵」 江見水蔭「夏服士官」 「雪戦」 「病死兵 （ ずれも一八九四） 、 泉鏡花「琵
26
























外に出稼ぎにいった軍夫やからゆきさん、商人と った底辺の人たちの存在 注目す ことによって、独歩の小民観形成
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に日清戦争とその従軍体験が深い影響を及ぼしていたという事実を浮き彫りにすることができた。
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48）二二六頁。
（
51）松原岩五郎、前掲書（註
48）十から十一
（
52）遅塚麗水、前掲書（註７）十四～十五頁。
（
53）松原岩五郎、前掲書（註
48）四十三～四十五頁。
（
54）
正
岡
子
規『
正
岡
子
規
全
集
第
八
巻
』（
講
談
社、
一
九
七
五
～
七八 一五四頁。
（
55）原田敬一、前掲書（註
8）一六一頁。
（
56）小野芳郎
『︿清潔﹀
の近代―「衛生唱歌」
から
「公金グッ
ズ」
へ』
（講談社、一九九七）参照。
（
57）
濱
本
利
三
郎
著・
地
主
愛
子
編『
日
清
戦
争
従
軍
秘
録
―
80年
目
に
公
開
す
る、
そ
の
因
果
関
係
』（
青
春
出
版
社、
一
九
七
二
）
三十二～三十三頁。
（
58）檜山幸夫『日清戦争―秘蔵
写真が明かす真実』
（講談社、
一九九七）一〇八頁。
（
59）檜山幸夫、前掲書（註
58）一〇九頁。
（
60）イザベラ・バード著・高梨健吉訳
『日本奥地紀行』
（平凡
社、一九七三）一〇九頁。
（
61）濱本利三郎、前掲書（註
57）三十九頁。
（
62）国木田独歩、前掲書（註
15）五十六頁。
（
63）国木田独歩、前掲書（註
15）二十一頁。
（
64）『
写
真
で
見
る
近
代
韓
国（
下
）
山
河
と
風
物
』（
端
文
堂、
一九八六年）四一頁。
（
65）国木田独歩、前掲書（註
26）二四一頁。
（
66）『
写
真
で
見
る
近
代
韓
国（
続
）
生
活
と
風
俗
』（
端
文
堂、
一九八七 八七頁。
（
67）
大
谷
正『
兵
士
と
軍
夫
の
日
清
戦
争
』（
有
志
舎、
二
〇
〇
六
）
九四頁。
（
68）大谷正、前掲書（註
67）二一三頁。
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（
69）五味文彦編『詳説日本史研究』
（山川出版社、一九九八）
三九四～三九五頁。
（
70）
風
俗
画
報
臨
時
増
刊『
新
撰
東
京
名
所
図
会・
四
谷
区
乃
部
（上）
』（東陽堂、明治三十六年）ただし、五味文彦編
『詳説
日本史研究』
（山川出版社、一九九八、
三八一頁）による。
（
71）五味文彦編、前掲書（註
70）三八一頁。
（
72）国木田独歩
「「二十三階堂主人に与ふ」
（『国木田独歩全集
第一巻』
学習研究社、一九九六）二三四頁。
（
73）屋木瑞穂
「樋口一葉
「琴の音」
に関する一考察―ヴィクト
ル・ユーゴー『哀史』との比較を通して」
（『三重大学日本
語
学
文
学
』
一
九
九
九
年
十
月
）
に
よ
る
と、
当
時
社
会
問
題
と
化
し
て
い
た
貧
民
問
題
に
強
い
関
心
を
示
し、
そ
れ
ら
を
作
品
化
したのは遅塚麗水
『餓鬼』
（一八九一）と樋口一葉
「琴の音」
（
一
八
九
三
）
ぐ
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な
い。
両
作
品
は、
貧
民
救
済
が
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
く
同
時
代
状
況
の
中
で、
社
会
の
ゆ
が
み
の
現
わ
れ
と
し
て
の
下
層
社
会
の
暗
黒
面
に
照
明
をあてた作品である。
（
74）岡部牧夫『海を渡った日本人』
（山川出版社、二〇〇二）
一～五頁。
（
75）岡部牧夫、前掲書（註
74）二〇～二十一頁。
（
76）
木
村
健
二『
在
朝
日
本
人
の
社
会
史
』（
未
来
社、
一
九
九
九
）
四〇頁。
（
77）桑原伸一『国木田独歩―山口時代の研究』
（笠間書院刊、
一九七二）一四一頁。
（
78）国木田独歩
「帰去来」
『国木田独歩全集第二巻』
（学習研究
社、一九九六 三二九
（
79）桑原伸 、前掲書（註
77）一六〇頁。
（
80）国木田独歩
「明治廿四年日記」
（『国木田独歩全集第五巻』
学習研究社、一九九六）二〇八頁。
（
81）国木田独歩、前掲書（註
80）二〇五頁。
（
82）高崎宗司『植民地朝鮮の日本人』
（岩波新書、二〇〇二）
五十一～五十三頁。
（
83）
木
村
健
一「
在
外
居
留
民
の
社
会
活
動
」（『
岩
波
講
座
　
近
代
日
本
と
植
民
地
５
―
膨
張
す
る
帝
国
の
人
流
』（
岩
波
書
店、
一九九三 三十四頁。
（
84）木村健一、前掲書（
註
76）十四頁。
（
85）国木田独歩、前掲書（註
26）一八一頁。
（
86）国木田独歩
「置土産」
（『国木田独歩全集第二巻』
学習研究
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社、一九九六）二七八頁。
（
87）国木田独歩
「少年の悲哀」
（『国木田独歩全集第二巻』
学習
研究社、一九九六）四七三頁。
（
88）一ノ瀬俊也
『旅順と南京―日中五十年戦争の起源』
（文春
新書、二〇〇七）四十五～四十六頁。
本書は、日清戦争に
従軍した第 師団軍夫丸木力蔵の絵日記
『明治二拾七八年
戦役日記』
と第一師団歩兵第二連隊上等兵関根房二郎の日
記
『征清従軍日記』
をもとに日清戦争の実態を浮き彫りに
し
た
も
の
で
あ
る。
と
く
に
興
味
深
い
の
は
絵
日
記
で、
そ
こ
に
は
前
線
の
部
隊
に
食
料
を
輸
送
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
軍
夫
が
見
た
戦争の裏面が彩色あざやかに描写されている。
（
89）原田敬一、前掲書（註
8）七十七頁。
（
90）一ノ瀬俊也、前掲書（註
88）一一八頁。
（
91）原田敬一、前掲載（註
8）八十頁。
大谷正「
「文明戦争」
と軍夫」
（『日清戦争の社会史―
「文明戦争」
と民衆』
（フォー
ラム・A、一九九四）二〇 頁。
（
92）一ノ瀬俊也、前掲書（註
88）「扉口絵
10・
11」。
（
93）原田敬一、前掲書（註
8）七十七～八十頁。
（
94）国木田独歩、前掲書（註
86）二八四頁。
（
95）大谷正、前掲書（註
91）二〇〇頁。
（
96）
芦
谷
信
和「
忘
れ
え
ぬ
人
々」
（『
独
歩
文
学
の
基
調
』
桜
風
社、
一九八九 二九五～二九六頁。
（
97）山田博光
『国木田独歩論考』
（創世記、一九七八）二十一
～二十二頁。
（
98）
国
木
田
独
歩「
書
簡
―
一
八
九
七
年
一
月
三
十
一
日、
田
山
録
弥（
花
袋
）
宛
」（『
国
木
田
独
歩
全
集
第
五
巻
』
学
習
研
究
社、
一九九六 四一七頁。
（
99）山田博光、前掲書（註
97）七九頁。
（
100）原田敬 、前掲書（註
8）七十 頁。
（
101）岡部牧夫、前掲書 註
74）十六頁。
（
102）国木田独歩、前掲書（註
26）七十一頁。
